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岩手山の火山活動に伴う地殻変動データの解析（その2）

Analysis of ground deformation associated with volcanic activity at Iwate volcano (part 2)
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岩手山では1 9 9 8年に地震活動の活発化に伴い，顕著な地殻変動が観測された．体積歪計，傾斜計，G P Sデータ
の時間的変化は，上端の深さ約4 k mの開口割れ目とその西側にある深さ約3 k mのにある増圧源とがともに西側へ移
動することで説明できることがわかった．

１． 地殻変動連続観測の概要
東北大による岩手山周辺の地殻変動連続観測は，1 9 9 4年1 1月より山頂から南南東6 k mの相ノ沢観測点( A N S )，

北東5 k mの焼走観測点( Y K B )の2点で開始された．1 9 9 8年1 0月末には南西7 k mの玄武洞観測点( G N B )が新設された．
各観測点には深さ約300mのボアホールがあり，孔底には体積歪計・傾斜計が設置されている．

２． 1998年2月～8月の地殻変動
地震活動が活発化した1 9 9 8年2月中旬より，A N S，Y K B，G N Bの体積歪計・傾斜計が一斉に変化を開始した．

1 9 9 8年2月～4月の歪変化は活動初期は3点ともに伸びで，A N S，Y K Bが約0 . 5マイクロストレイン，G N Bが約1 . 5マ
イクロストレインに達し，傾斜変化はA N Sが南東下がり，Y K Bが南南東下がり，G N Bが南下がりを示した．M 2以
上の地震が増加した4月2 9日以降は変動パターンが一変した．歪変化はA N S，Y K Bが伸びから縮みへと反転し，
G N Bが急激な伸びを示した．傾斜変化は，それまで大きく変化していたA N S，Y K Bの東西成分の動きが停滞した
のに対し，GNBは大きく南東下がりを示した．

これらの変動源を推定するために体積歪計，傾斜計データとともにG P Sデータも含めてグリッドサーチによ
る解析を行った．観測された歪，傾斜，G P Sデータの時間的変化は，山頂直下の深さ約4 k mから西側へ延びる開口
割れ目とさらに西側の深さ約3kmにある茂木モデルが，ともに西進する変動源で説明できることがわかった．


